
令和７年度 高等部生徒心得  

 

１．［服装について］  
（１）本校制服の着方です。わからないことは学級担任に相談しましょう。 

 Ⅰ型・Ⅲ型  Ⅱ型  

夏服  

半袖または長袖の白色Ｙシャツ 

ポロシャツ（白・ネイビー）＊１  

ベスト（気候によって着用可）＊２  

本校指定のスラックス 

半袖または長袖の白色 Y シャツ 

ポロシャツ（白・ネイビー）＊１  

ベスト（気候によって着用可）＊２  

本校指定のスカート（※加工禁止）  

冬服  
本校指定のブレザー 

カーディガン・セーター・ベスト（気候によって着用可）＊３  

ネクタイ 

リボン 
冬服着用時は必ずつける 

防寒着  無地コート・ジャケット類（ナイロンジャケット・ダウンジャケット）  

くつ下  無地またはワンポイントの靴下   冬季は黒のタイツ着用可  

通学靴  運動靴または革靴  

上履き 体育館シューズまたは運動靴  

ベルト 無地で飾りのないもの 

その他  ブレザーの左胸にエンブレムがついている  

 

＊１・・・ポロシャツについて 

①半袖の無地（ワンポイントは可）  ②胸ポケットの有無、場所は問わない  ③生地の素材は問わない 

＊２・・・夏服期間中のベストについて 

     衣服の調整のひとつの方法として、制服Ⅰ～Ⅲ型すべてにおいて、ベストの着用を認める。色の指定はな

いが、無地のネイビー、ブラウン、ベージュ、グレー、ブラックを推奨する。 

＊３・・・冬服期間中のカーディガン・セーター・ベストについて 

衣服の調整のひとつの方法として、制服Ⅰ～Ⅲ型すべてにおいて、カーディガン・セーター・ベストの着

用を認める。色の指定はないが、無地のネイビー、ブラウン、ベージュ、グレー、ブラックを推奨する。 

ただし、登下校中、学校行事、集会等の際は、ブレザーを必ず着用すること。 

 

（２）  正しい身だしなみについて、自分で考えられる力をつけましょう。  
 
（３）  指定された服装への更衣については、以下のとおりです。 
 ア、体育・産業技術科・理容科・・・更衣室が混まない時間を選び、休み時間に更衣すること。 
 イ、総合キャリアコース ・・・・・・・・室内用作業着のみ、食堂への入場を認める。 
 ウ、更衣場所  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・男子は男子更衣室または総合キャリア教室とする。女子は女子更

衣室とする。 

 
２．［学校生活について］  
（１）  ８時３０分までに登校しましょう。 

→５０分授業の中で、遅刻や途中退室等で２０分以上不在の場合、その授業は欠課となります。 

年間欠席数 
５回→担任と面談 
８回→生徒指導担当と面談 
１０回→生徒指導担当による三者面談（担任も同席） 

（例）１単位の授業の場合 
欠課が１２回を超えた場合 

単位取得はできません 

（２）  下記の場合は、学級担任等に所定用紙で届け出て、許可を得ましょう。 
 ア、欠席・遅刻・早退について 

（当日連絡の場合は、保護者による Foamｓ、電話またはＦＡＸでの連絡が必要）  
イ、公欠届  

（部活動、進路、福祉、障害者手帳関係、理容師免許申請、表彰等）  
  →公欠届が承認された場合は、その授業は出席扱いとします。  
ウ、異装届         
（部活動、進路関係、学校行事等）  

   →異装届が承認された場合は、その期間は申請された服装での活動を許可します。  
エ、自転車通学許可願  
  （自宅から最寄り駅まで、自宅から学校まで、自転車を使用したい場合に申請が必要）  

（３）  ロッカー、下駄箱および貴重品等は、自分で責任をもって管理しましょう。 
   →私物の紛失のないよう、所定の貴重品ロッカーを活用しましょう。 

 
 



３．［定期試験について］  
（１）  以下を守り、真剣な態度で試験に臨みましょう。 
 ア、机の上は筆記用具だけで、机の中は空にする。 
 イ、携帯電話は電源を切って貴重品ロッカーにしまう。 
 ウ、不正行為は絶対にしない。 
(2) 試験時間  

１校時   ８：５５～  ９：４０  

２校時   ９：５０～１０：３５  

３校時  １０：５０～１１：３５  

４校時  １１：５０～１２：３５  

(3) 試験を欠席した場合、以下に表記されている、やむを得ない事情のときに限り、追試験すること
ができます。その場合は、試験の評価点はそのままの点数になります。  
自己都合による欠席の場合は、全教科試験終了後２日以内に、試験を受けた場合は、取得点数

の７０％が試験評価の点数となります。それ以降の受験は認めず、試験評価は０点となります。  
 
※やむを得ぬ事情とは、以下に示すものになります。  
 ア、出席停止・・・・学校保健法に基づく、感染症などに罹患した場合  
 イ、公欠・・・・・・・・学校長が認めた各種大会や就職試験、入学試験  
 ウ、病気・事故・・・診断書や証明書のある場合や入院治療を行っている場合  
 エ、忌引・・・・・・・・縁故関係（〇親等）により、異なるため相談の上判断  

 

４．［その他］  
（１）携帯電話については、学校への持ち込みを認めますが、「高等部規則」を守って使用しましょう。 
（２）アルバイトに関しては「アルバイトに関する規定」を確認しましょう。 
（３）自動車等の運転免許証の取得については「普通自動車等の運転免許証取得に関する規定」を 

確認してください。 
（４）自転車通学については「自転車通学に関する規定」を確認しましょう。 
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